
ま え が き

一般に、生産における作業では、従来、立位姿勢、椅子座位姿勢が多く用
いられてきた。しかし、トヨタ生産方式の導入に伴い多工程持ち生産システム
（以下、本書では単に「多工程持ち」と呼ぶ）、あるいはセル生産システムと呼
ばれる生産システムが利用されるにしたがって、歩行を伴う立位作業姿勢が必
要とされるようになってきた。この場合、作業者にとって疲労の増大への懸念
や生産効率が十分得られるかが、問題となる。
本書は、トヨタ生産方式で用いられる歩行を伴う立位姿勢が、従来の椅子座
位姿勢や立位姿勢に比して作業負担が増大するかどうかの解明を目的としてい
る。この場合、指標としては、身体的疲労、自覚疲労が考えられる。従来の作
業姿勢の差異による身体的疲労については、多くの研究、検討がなされている
が、自覚疲労の検討は不十分であると言わざるを得ない。自覚疲労の研究は、
一方において、作業者の、適応・満足感の指標としても有用である。
そこで、本書においては、椅子座位姿勢、立位姿勢、歩行を伴う立位姿勢
における自覚疲労について、調査・分析し、比較を行った。この場合、日常的
に作業姿勢がもたらす自覚疲労と、新規の従事した場合とを検討する必要があ
る。そこで、経験者、新入従業員についての両者を検討対象とした。また、従
来、椅子座位姿勢であった従業員が、歩行を伴う立位作業姿勢に変更された場
合についても、調査・分析を行った。さらに、従来行われた研究を比較検討し
た。これにより、歩行を伴う立位作業姿勢が必ずしも疲労の増大に結びつかな
いことと、作業効率も劣らないことの証明を試みるものである。
同時に、トヨタ生産方式の中核をなす、多工程持ちについて検討した。
なお、本書は、『労働科学』『日本経営工学会論文誌』『四日市大学論集』に
掲載された論文に加筆・修正して構成しており、一部で重複した記載があるこ
とをお許しいただきたい。
本書を発刊するにあたって、校正を行ってくれた妻操、および論文の転載を
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作業姿勢と自覚疲労
─トヨタ生産方式は自覚疲労を高めるか─
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